
報告第１号

2022年度 事業報告
[2022年４月１日～2023年３月31日]

１．研究所の組織運営

（１） 役員体制

理事長 佐藤克廣 北海学園大学教授

副理事長 厚谷 司 夕張市長

千葉利裕 自治労北海道本部執行委員長

山崎幹根 北海道大学公共政策大学院教授

常務理事 難波 優 常勤（事務局長）

理 事 押谷 一 酪農学園大学名誉教授

清末愛砂 室蘭工業大学大学院教授

佐藤環樹 自治労北海道本部副執行委員長

鹿谷雄一 北海学園大学教授

竹中英泰 旭川大学名誉教授

田中昌幸 深川市長

辻道雅宣 北海道地方自治研究所元研究員

平岡祥孝 稚内大谷高校校長

広田まゆみ 北海道議会議員

山内亮史 旭川大学理事長

山木紀彦 自治労北海道本部書記長

横山純一 北海学園大学名誉教授

吉田 徹 同志社大学教授

監 事 鈴木一磨 北海道議会議員

立蔵賢司 自治労北海道本部財政局長

※ 任期は、2022年度第58回定期総会（2022年６月10日）から2024年度第60回

定期総会（2024年６月）までの２年間。

（２） 2022年度第58回定期総会

○ 日時 2022年６月10日（金） 14時～15時10分

○ 会場 北海道自治労会館 ３階 中ホール

○ 出席状況 会員総数160名（個人会員86名、団体会員74名）

出席会員112名（うち委任状による出席85名）

○ 議事 報告第１号 2021年度事業報告



報告第２号 2021年度会計決算報告

報告第３号 2021年度監査報告

議案第１号 2022年度事業計画（案）

議案第２号 2022年度会計予算（案）

議案第３号 役員の改選について（案）

（３） 理事会の開催

① 2022年度第１回理事会

○ 日時 2022年５月26日（木） 16時～17時

○ 会場 北海道自治労会館 ３階 第１会議室

○ 出席状況 理事総数17名中11名出席、監事２名中０名出席

○ 議事 報告第１号 理事長及び常務理事の職務執行状況報告

議事第１号 会員の加入承認について

議事第２号 2021年度事業報告・会計決算報告・監査報告の承認に

ついて

議事第３号 2022度第58回定期総会開催日時の決定について

議事第４号 役員の改選について（案）

② 2022年度第２回理事会

○ 日時 2022年６月10日（金） 14時40分～14時50分

○ 会場 北海道自治労会館 ３階 中ホール控室

○ 出席状況 理事総数18名中13名出席、監事２名中２名出席

○ 議事 議事第１号 代表理事（理事長）などの選任について

③ 2022年度第３回理事会

○ 日時 2023年３月16日（木） 16時～17時

○ 会場 北海道自治労会館 ４階 第５会議室

○ 出席状況 理事総数18名中11名出席、監事２名中１名出席

○ 議事 報告第１号 理事長及び常務理事の職務執行状況報告について

議事第１号 2023年度事業計画（案）について

議事第２号 2023年度会計予算（案）について

議事第３号 会員の加入承認について

議事第４号 その他について

（４） 特定寄附の受領について

一般財団法人北海道自治労会館及び一般社団法人北海道労働福祉会館からは、地

方自治に関する調査・研究、及び労働者の福祉と文化の向上を図るための地方自治

に関する調査・研究事業に対して、北海道自治労会館から500万円、北海道労働福

祉会館から450万円の寄附を受領しました。



２．調査・研究事業

（１） 調査・研究活動

① 北海道自治研究会

基礎自治体としての機能強化や広域連携・自治体間協力など時代に即応した自治の

課題、自然災害、高齢社会に対応した自治体の体制づくり、地方制度調査会等で審議

されている自治体改革等の検証、合併市町村の現状と課題などを調査・研究する「北

海道自治研究会」（主査＝佐藤克廣・北海学園大学教授／当研究所理事長）の2022年

度の活動は、以下のとおりです。

◇ 第１回研究会

○ 日 時 2023年２月24日（金）

○ 会 場 北海道自治労会館 役員会議室

○ 内 容 講演「町内会自治会をめぐる国の政策関与の歴史と自治体の課題」

○ 講 師 日高昭夫（山梨学院大学法学部特任教授）

○ 記録等 所報2023年４月号（第651号）に掲載

② 憲法研究会

国内・海外の憲法の状況、改憲論議の動向などについて調査・研究する「憲法研究

会」（主査＝清末愛砂・室蘭工業大学大学院教授／当研究所理事）の2022年度の活動

は、以下のとおりです。

◇ 第１回研究会

○ 日 時 2023年３月９日（木）

○ 会 場 北海道自治労会館 第１会議室

○ 内 容 講演「『ヤジと民主主義』の問題意識～放送と書籍、映画化～」

○ 講 師 山崎裕侍（ＨＢＣ北海道放送デスク）

○ 記録等 所報2023年５月号（第652号）に掲載予定

③ 非正規公務労働問題研究会

非正規公務労働者の労働条件の現状調査、公共サービスの質の確保・向上をはかる

施策の構想・発信をめざす「非正規公務労働問題研究会」（主査＝川村雅則・北海学

園大学教授）の2022年度の活動は、以下のとおりです。

◇ 第５回学習会

○ 日 時 2022年６月20日（月）

○ 会 場 北海道自治労会館 ３階 第１会議室



○ 内 容 講演「会計年度任用職員制度導入後の概括

－「自治労賃金・労働条件調査報告」も含めて」

○ 講 師 吉田雅人（自治労北海道本部組織強化・拡大推進室次長）

○ 記録等 所報2022年９月号（第644号）に掲載

◇ 北海道中小企業家同友会へのヒアリング

○ 日 時 2022年７月25日（月）

○ 会 場 北海道中小企業家同友会 会議室

○ 対応者 佐藤紀雄（北海道中小企業家同友会専務理事）

中上雅之（北海道中小企業家同友会理事・事務局長）

○ 参加者 川村雅則（北海学園大学経済学部教授／当研究会主査）

正木浩司（当研究所研究員）

その他、札幌市公契約条例の制定をめざす会の関係者５名

④ 高齢者福祉研究会

自治体における地域包括ケアシステムに関する調査・研究などを行う「高齢者福祉

研究会」（主査＝横山純一・北海学園大学名誉教授／当研究所理事）の2022年度の活

動は、以下のとおりです。

◇ 第１回研究会

○ 日 時 2022年12月８日（木）

○ 会 場 北海道自治労会館 役員会議室

○ 内 容 講演「フィンランドにおける保健医療福祉改革（ＳＯＴＥ改革）と

地方自治制度の大規模な再編」

○ 講 師 横山純一（北海学園大学名誉教授）

○ 記録等 所報2023年４月号（第651号）に掲載

⑤ 北海道近現代史研究会

北海道の近現代史について多角的な視点から調査・研究を行う「北海道近現代史研

究会」（主査＝竹中英泰・旭川市立大学名誉教授／当研究所理事）の2022年度の活動

は、以下のとおりです。なお、当研究会の活動については、一般財団法人自治労会館

2022年度研究助成費を申請し、交付決定となっております。

◇ 第５回現地視察

○ 日 時 2022年７月１日（金）

○ 視察先 江別市

○ 参加者 竹中英泰（旭川市立大学名誉教授）

押谷 一（酪農学園大学名誉教授）

三輪修彪（当研究所元専務理事）

正木浩司（当研究所研究員）

○ 記録等 所報2023年１月号（第648号）に掲載



◇ 第８回学習会

○ 日 時 2022年12月７日（水）

○ 会 場 北海道自治労会館 ３階 役員会議室

○ 内 容 講演「北方領土返還運動交渉史について－根室市の視点から」

○ 講 師 本田良一（北海道新聞社編集局編集委員）

○ 記録等 所報2023年３月号（第650号）に掲載

◇ 第６回現地視察

○ 日 時 2022年12月９日（金）～11日（日）

○ 視察先 伊達市・室蘭市・登別市・白老町・苫小牧市

○ 参加者 竹中英泰（旭川市立大学名誉教授）

押谷 一（酪農学園大学名誉教授）

三輪修彪（当研究所元専務理事）

正木浩司（当研究所研究員）

◇ 第３回現地視察・補足視察

○ 日 時 2023年２月18日（土）

○ 視察先 釧路市

○ ガイド 岩崎守男（元北海道議会議員）

○ 参加者 正木浩司（当研究所研究員）

◇ 第９回学習会

○ 日 時 2023年３月27日（月）

○ 会 場 北海道自治労会館 ４階 第５会議室

○ 内 容 講演「北海道の地理的条件と地政学」

○ 講 師 押谷 一（酪農学園大学名誉教授）

⑥ 外国人共生研究会

外国人住民への自治体の対応や、外国人家族に対する保健・医療・福祉・教育のあ

り方などについて調査・研究を行う「外国人共生研究会」（主査＝吉田徹・同志社大

学教授／当研究所理事）の2022年度の活動は以下のとおりです。

◇ 第２回現地視察・調査

○ 日 時 2022年10月６日（木）～７日（金）

※ 第39回地方自治研究全国集会（静岡自治研）に合わせて実施。

○ 訪問地 静岡県静岡市

○ 調査先・ヒアリング対応者

・ 静岡県くらし環境部県民生活局多文化共生課

緒方啓介（課長代理）

古橋弘幸（班長）



・ 公益財団法人静岡県国際交流協会

石垣昭彦（業務執行理事／事務局長）

加山勤子（次長／総務課長）

・ 静岡市観光交流文化局国際交流課多文化共生推進係

興津昌利（課長補佐）

田中晴子（主査）

・ 一般財団法人静岡市国際交流協会

中島一彦（専務理事／事務局長）

宮本記世乃（静岡本部主幹）

鈴木弘子（清水支部主事）

○ 視察先 静岡県多文化共生総合相談センターかめりあ

静岡市多文化共生総合相談センター・外国人相談窓口

○ 参加者 坪田伸一（連合北海道総合政策局参与）

河端孝司（自治労北海道本部総合研究室事務局長）

酒井康弘（自治労北海道本部総合研究室研究員）

正木浩司（当研究所研究員）

連合北海道総合政策局の関係者２名（小倉局長、海野次長）

○ 記録等 所報2023年３月号（第650号）に掲載

◇ 第３回現地視察・調査

○ 日 時 2022年12月22日（木）～23日（金）

○ 会 場 浦河町役場 ３階 委員会室

○ 調査先 浦河町（企画課、保健福祉課、教育委員会）

○ 対応者 若林寛之（企画課企画統計係係長）

村井健次（保健福祉課課長補佐）

本郷梨香（教育委員会管理課主幹）

○ 参加者 坪田伸一（連合北海道総合政策局参与）

正木浩司（当研究所研究員）

連合北海道総合政策局の関係者２名（小倉局長、海野次長）

⑦ ダイバーシティ研究会

地方自治のダイバーシティ化を制約している現状と課題に関し、女性や若者の政治

参加を実証的に考察する「ダイバーシティ研究会」（主査＝山崎幹根・北海道大学公

共政策大学院教授／当研究所理事）の2022年度の活動は、以下のとおりです。

◇ 鼎談

○ 日 時 2022年４月13日（水）

○ 会 場 北海道自治労会館 ３階 役員会議室

○ 内 容 政治に参加する意味・意義とは何か－議員から伝えたいこと



○ 参加者 漆原直子（札幌市議会議員）

柏野大介（恵庭市議会議員）

山崎幹根（北海道大学公共政策大学院教授）

○ 記録等 所報2022年10月号（第645号）に掲載

◇ アンケート調査

○ 期 間 2022年６月～７月

○ 対 象 道内28市町村議会の議員

○ 内 容 女性の政治参加に関する議員アンケート調査

○ 記録等 調査結果の速報値は所報2022年８月号（第643号）に、最終結果は

所報2022年12月号（第647号）に、それぞれ掲載

◇ 栗山町議会ヒアリング

○ 日 時 2022年９月９日（金）

○ 対象者 鵜川和彦（議長）

土井道子（議員）

○ 参加者 馬場香織（北海道大学大学院准教授）

辻道雅宣（当研究所理事）

高野 譲（当研究所研究員）

◇ 芽室町議会ヒアリング

○ 日 時 2022年９月14日（水）

○ 対象者 中田智恵子（議員）

立川美穂（議員）

正村紀美子（議員）

○ 参加者 山崎幹根（北海道大学公共政策大学院教授）

馬場香織（北海道大学大学院准教授）

高野 譲（当研究所研究員）

○ その他 早苗豊議長は10月７日にリモートでヒアリングを実施

◇ 北広島市議会ヒアリング

○ 日 時 2022年９月27日（木）

○ 対象者 川崎彰治（議長）

木村真千子（議員）

永井桃（議員）

佐々木百合香（議員）

鶴谷聡美（議員）

稲田保子（議員）



○ 参加者 山崎幹根（北海道大学公共政策大学院教授）

辻道雅宣（当研究所理事）

高野 譲（当研究所研究員）

◇ 第１回研究会

○ 日 時 2022年10月18日（火）

○ 会 場 北海道自治労会館 役員会議室

○ 内 容 報告①「女性の政治参加の現状と課題－研究会調査を中心に」

報告②「北海道における女性の政治参加－議員意識調査の結果から」

○ 報告者 山崎幹根（北海道大学公共政策大学院教授）

馬場香織（北海道大学大学院法学研究科准教授）

○ 記録等 所報2022年12月号（第647号）に掲載

◇ 登別市議会ヒアリング

○ 日 時 2023年２月13日（月）

○ 対象者 辻弘之（議長）

宮武祥子（議員）

佐々木久美子（議員）

○ 参加者 山崎幹根（北海道大学公共政策大学院教授）

馬場香織（北海道大学大学院准教授）

辻道雅宣（当研究所理事）

高野 譲（当研究所研究員）

◇ 斜里町議会ヒアリング

○ 日 時 2023年３月６日（月）

○ 対象者 金盛典夫（議長）

小暮千秋（議員）

若木雅美（議員）

櫻井あけみ（議員）

○ 参加者 山崎幹根（北海道大学公共政策大学院教授）

馬場香織（北海道大学大学院准教授）

⑧ 次世代型北海道農業を考える研究会

北海道の農業の課題、自治体の農業政策などに関する提言・調査・研究を行う「次

世代型北海道農業を考える研究会」（主査＝押谷一・酪農学園大学名誉教授／当研究

所理事）を2022年度に新たに設置しました。

2022年度の活動として、押谷主査による論考「農業農村における社会資本整備」を

所報2023年２月号（第649号）に掲載しました。



◇ 農業者ヒアリング

○ 日 時 2022年６月７日（火）

○ 対象者 齊藤義崇（元道農業普及指導員）

○ 参加者 押谷 一（酪農学園大学名誉教授）

高野 譲（当研究所研究員）

◇ 研究者ヒアリング

○ 日 時 2022年10月28日（金）

○ 対象者 小糸健太郎（酪農学園大学農食環境学群教授）

○ 参加者 押谷 一（酪農学園大学名誉教授）

高野 譲（当研究所研究員）

⑨ 所内研究会

◇ 第１回研究会

○ 日 時 2022年５月11日（水）

○ 会 場 北海道自治労会館 役員会議室

○ 内 容 講演「北海道財政を取り巻く中央集権的仕組み」

○ 講 師 阪正寛（元北海道職員）

○ 記録等 所報2022年12月号（第647号）に掲載

◇ 第２回研究会（ケアラー支援学習会）

○ 日 時 2022年11月５日（土）

○ 会 場 北海道自治労会館 ４階 第４会議室

○ 内 容 講演「ケアラー支援の実情と課題」

○ 講 師 加藤高一郞（えべつケアラーズ代表）

○ 記録等 所報2023年１月号（第648号）に掲載

⑩ 北海道世論調査研究会

世論調査・市民意識調査の実情と課題について研究し、検証するため、毎月の各報

道機関による世論調査のデータを基に、「北海道世論調査会」（2013年設置）と連携

して、各関係団体と合同の評論会を毎月開催しました。

⑪ 道内市町村財政の調査・分析

2022年度も継続して、道内自治体財政に関する情報収集、調査・分析を行い、

「2021年度道内市町村決算の概要」（辻道雅宣当研究所理事）を所報2023年２月号（第

649号）に掲載しました。

⑫ その他の調査・研究活動

◇ ケアラー支援に関する北海道社会福祉協議会へのヒアリング調査

○ 日 時 2022年７月21日（木）



○ 会 場 かでる２・７ ３階 ミーティングスペース

○ 調査先 社会福祉法人北海道社会福祉協議会 ケアラー支援推進センター

○ 対応者 中村健治（ケアラー支援推進センター長）

○ 調査者 正木浩司（当研究所研究員）

○ 記録等 所報2022年11月号（第646号）に掲載

◇ 生活保護・生活困窮者自立支援制度に関する釧路市へのヒアリング調査

○ 日 時 2023年２月16日（木）～17日（金）

○ 会 場 釧路市役所内会議室 ほか

○ 調査先 一般社団法人釧路社会的企業創造協議会

釧路市福祉部社会援護課

釧路市役所ユニオン

○ 対応者 櫛部武俊（釧路社会的企業創造協議会 代表理事）

小半千幸（市社会援護課主幹）

市田光正（市役所ユニオン執行委員長）

阿部雄二郎（市役所ユニオン書記長）

細川 拳（市役所ユニオン書記次長）

○ 調査者 正木浩司（当研究所研究員）

○ 記録等 所報2023年５月号（第652号）ほかに掲載予定

（２） 共同調査・研究事業

① 地域政府と政策を考える研究会

北海道政府のあり方や政策などについて研究するため、自治労道本部と共同で「地

域政府と政策を考える研究会」（2002年度設置、主査＝佐藤克廣・北海学園大学教授）

を設置しています。2022年度の活動実績はありませんでした。

② 連合北海道・エネルギー・環境政策委員会の活動への参加・協力

連合北海道が2020年より設置する「エネルギー・環境政策委員会」の活動に参加・

協力しました。2022年度の主な取り組みは以下のとおりです。

◇ 2022年度第１回エネルギー・環境講座

◯ 日 時 2022年５月25日（水）

○ 会 場 ホテルロイトン札幌

○ 内 容 講演「2050年カーボンニュートラルに向けた北海道の課題」

○ 講 師 鈴木亨（北海道再生可能エネルギー振興機構理事長）

○ 記録等 所報2022年７月号（第642号）に掲載



◇ 2022年度第１回エネルギー・環境視察会

◯ 日 時 2022年９月20日（火）

○ 視察先 石狩湾新港発電所、苫東厚真発電所

○ 参加者 難波優（当研究所常務理事）

◇ 2022年度第２回エネルギー・環境視察会

◯ 日 時 2022年９月28日（水）

○ 視察先 石狩湾新港発電所、苫東厚真発電所、南早来変電所

○ 参加者 正木浩司（当研究所研究員）

高野 譲（当研究所研究員）

③ 自治労北海道本部「2023国民春闘アンケート」への協力

自治労北海道本部は国民春闘を取り組むにあたり、組合員の要求・意識に関する調

査を1977年から独自でまとめています。2020年度より高野研究員が参加して共同で分

析作業を行い、2023年２月に『2023国民春闘アンケート結果』として公表しました。

④ 自治総研・格差是正と地方自治研究会への参加・協力

公益財団法人地方自治総合研究所（自治総研）設置の「格差是正と地方自治研究会」

（主査＝篠田徹・早稲田大学教授）は、2017年より活動をスタートし、当研究所から

は正木研究員が参加してきました。

同研究会は2022年10月、約５年にわたる活動の成果をまとめ、書籍として発刊し、

活動を終了しました。書籍のタイトルは、『格差に挑む自治体労働政策－就労支援、

地域雇用、公契約、公共調達』（篠田徹・上林陽治編著、日本評論社、2022年10月10

日初版発行）です。

（３） 他団体主催のセミナー等への参加・交流

① 公益財団法人地方自治総合研究所「第37回自治総研セミナー」

○ 日 時 2022年９月17日（土）

○ 会 場 ウェブ開催（YouTube）

○ テーマ コロナ禍で問われる社会政策と自治体－「住まい」の支援を中心に

○ 内 容

報告①「コロナ禍と社会政策－現状と今後の課題」

田中総一郎（駒澤大学准教授）

報告②「コロナ禍における高知市の生活支援策の概要とその課題

－新型コロナ感染における生活困窮者支援の取組から」

吉岡 章（高知市社会福祉協議会会長・前高知市副市長）



報告③「社会政策としての住宅政策」

岩永理恵（日本女子大学教授）

報告④「『社会保障としての住宅政策』の隘路」

砂原庸介（神戸大学教授）

② 財政分析講師研修会

○ 日 時 2022年12月16日（金）

○ 会 場 自治労会館 ２階 企画会議室

○ 内 容 財政分析講座での講師のノウハウについて

○ 講 師 飛田博史（自治総研副所長）

○ 参加者 正木浩司（当研究所研究員）

高野 譲（当研究所研究員）

３．講座・講演会・セミナーなどの開催

（１） 講演会・自治講座の開催

① 2022年度第58回定期総会記念講演会

○ 日 時 2022年６月10日（金）

○ 会 場 北海道自治労会館 ３階 中ホール

○ 内 容 講演「侵略戦争と自治 ロシアによるウクライナ侵略戦争についての

雑感」

○ 講 師 金井利之（東京大学大学院教授）

○ 記録等 所報2022年８月号（第643号）に掲載

② 自治体議員をめざす人のための自治講座Part３

○ 趣旨 栗山町議会基本条例の制定を機に全国の議委改革の流れが広がり、今や議

会改革は第２ステージの政策議会構築が求められています。また、コロナ禍であっ

ても改革を推進する議会、議員のなり手不足の課題解消に向けて取り組む議会も増

えています。2010年2018年に続き３度目となる本講座は、議員を志す方と１期目の

議員を対象とし、議会と議員の役割・意義について学び、参加者同士が交流する場

として開催しました。

○ 日 時 2022年９月10日（土）

○ 会 場 北海道自治労会館 ３階 役員会議室

○ 内 容

・ 第１部 講義「議会とはどんなところか？」

講義①「議員と議会はどのような仕事をするのか」

春日隆司（下川町議会議員）



講義②「コロナ禍で議会は何に直面したのか」

西科 純（議会技術研究会共同代表）

講義③「市民と議会が交流することの重要性」

藤本光行（栗山町議会議員）

・ 第２部 講師と参加者の交流

自治体議員からの議会・議員活動の報告

小暮千秋（斜里町議会議員）

佐々木百合香（北広島市議会議員）

宮武祥子（登別市議会議員）

参加者と議員・講師との意見交換・交流

司会 渡辺三省（議会技術研究会共同代表）

○ 記録等 所報2022年10月号（第645号）に掲載

③ 2022自治講座「若者支援の現状と地域・自治体の課題」

○ 趣旨 若者支援の先進的な取り組みで知られる藤里町社会福祉協議会と、札幌市

若者支援総合センターの実践報告をベースに、地域や自治体の果たしうる役割や、

総合的な若者支援の体制づくりに向けたポイントや課題を明らかにする。

○ 日 時 2022年11月26日（土）

○ 会 場 北海道自治労会館 ４階 ４階ホール

○ 内 容

・ 実践報告①「「活躍支援」で広がる地域福祉の可能性」

菊池まゆみ（藤里町社会福祉協議会会長）

・ 実践報告②「札幌市若者支援施設（Ｙｏｕｔｈ＋）の取り組み」

福井宏充（さっぽろ青少年女性活動協会

札幌市宮の沢若者活動センター）

・ パネルディスカッション

司会 佐藤克廣（北海学園大学教授／当研究所理事長）

○ 記録等 所報2023年１月号（第648号）に掲載

（２） セミナー、講座などの共催事業

① 議会技術研究会への協力

北海道自治体学会議会技術研究会の協力により、2021年12月号から「チャレンジ！

議会改革」を隔月で掲載しました。



（３） 自治労の政策活動および自治研活動との連携・協力

① 第39年次地方自治研究全道集会（留萌自治研）

自治労北海道本部・自治研推進委員会主催の「第39年次地方自治研究全道集会」の

開催に協力しました。留萌市で対面・ウェブの併用での開催を予定していましたが、

新型コロナウイルス感染症の警戒レベルの上昇により、全面Ｗｅｂに変更となり、日

程も短縮しての開催となりました。本集会の開催概要は以下のとおりです。

○ 日 時 2022年８月28日（日）

○ 会 場 留萌市文化センター

○ 主な内容

・ 基調講演「留萌市の現状と課題、地域活性化に向けた取り組み」

中西俊司（留萌市長）

・ パネルディスカッション「様々な立場から地域の現状と未来を考える」

パネリスト 中西俊司（留萌市長）

大滝英治（臼谷観光協会会長）

野口なな（留萌市地域おこし協力隊）

高松龍矢（吉田学園医療歯科専門学校）

司会 佐藤克廣（北海学園大学教授）

○ 記録等 所報2022年11月号（第646号）に掲載

② 第39回地方自治研究全国集会（静岡自治研）

自治労・自治研中央推進委員会および自治研静岡県実行委員会が主催する「第39回

地方自治研究全国集会（静岡自治研）」が静岡県静岡市で開催され、当研究所からは

佐藤理事長、難波常務理事、正木研究員、高野研究員の４名が参加しました。自治研

全国集会は４年ぶりの対面開催となりました。本集会の開催概要は以下のとおりです。

○ 日時 2022年10月７日（金）～８日（土）

○ 会場 グランシップ静岡県コンベンションアーツセンターほか／静岡市

○ 主な内容

・ １日目：全体集会

記念講演「脱成長でめざす、持続可能な社会」

斉藤幸平（東京大学大学院准教授）

特別記念講演①「私たちにキラキラする義務はない」

山田ルイ53世（タレント）

特別記念講演②「居場所の作り方～選択肢を増やしてみよう～」

中島 武（一般社団法人教育ジャパン代表理事）

・ ２日目：分科会

体験型分科会（６分科会）／上映型分科会（３分科会）／特別分科会



③ 自治労本部・2022年度地方財政セミナー

○ 日 時 2023年２月９日（木）

○ 会 場 砂防会館／東京都千代田区（YouTubeによるウェブ配信併用）

○ 内 容 講演①「わが国の財政について」

矢野康治（財務省顧問）

講演②「2023年度地方財政計画の解説と地方議会における課題」

新田一郎（総務省自治財政局財政課長）

講演③「地方財政をめぐる動向と課題」

飛田博史（地方自治総合研究所副所長）

④ 自治労北海道本部・自治研推進委員会との連携・協力

2023年度道本部自治研推進委員会の副委員長に難波常務、事務局次長に正木研究員、

委員に高野研究員が参画し、自治労北海道本部と連携して、自治研活動の取り組みや

所報『北海道自治研究』の購読拡大の取り組みなどを行いました。

（４） 講師の派遣

① 第９回生活困窮者自立支援全国研究交流大会・分科会７

○ 主催者 一般社団法人生活困窮者自立支援全国ネットワーク

○ 日 時 2022年11月26日（土）

○ 会 場 オンライン（Zoom）開催

○ テーマ 変化する「無料職業紹介」の活用

○ 登壇者 平井知則（パーソナルサポートセンター自立相談支援部長）

濱政宏司（豊中市くらし支援課 課長）

常松順子（無料職業紹介所・豊中 企業支援チーム）

正木浩司（当研究所研究員）

司会 西岡正次（Ａ’ワーク創造館 副館長）

４．収集資料の閲覧及び情報提供事業

（１） 資料の収集・提供

地方自治体や各県地方自治研究センター・研究所などの発行する資料・刊行物、地方

行政・地方自治に関する文献・定期刊行物など資料の収集に努め、購入書籍等について

は、「毎月の入手図書・資料一覧」としてウェブサイトに掲載しました。

また、北海道自治労会館内に設置されている「自治労会館資料センター」（自治労北

海道本部、自治労全道庁労連本部、当研究所で構成）の運営と、資料の収集・管理・提

供に協力しました。



（２） 所報『北海道自治研究』の発行

所報『北海道自治研究』は、2022年４月号（第639号）から2023年３月号（第650号）

まで発行しました。各号の主な内容は、以下のとおりです。

【2022年４月／第639号】

○ 鋭角鈍角 冬季五輪招致活動－見えないコストも 山崎幹根

○ 西尾勝先生・新藤宗幸先生を偲んで 佐藤克廣

○ 北海道自治研究会

老朽危険空き家への法律・条例対応の実情と課題 北村喜宣

○ 高齢者福祉研究会

・ 報告１ 札幌市における在宅介護を取り巻く現状 佐々木謙

・ 報告２ コロナ禍での在宅介護－この一年間を振り返って 星野敦子

○ 探訪 北の風景（97） 知床五湖と100平方メートル運動 オホーツク管内斜里町

青木和弘

○ チャレンジ！議会改革（３）

議会広報年12回発行体制はつづく 伝えることに心砕いて 岩崎泰好

○ 散射韻 答えが見つからない

【2022年５月／第640号】

○ 鋭角鈍角 ユネスコ創造都市ネットワークに認定された旭川 竹中英泰

○ 2021年度第２回憲法研究会

重要土地等調査規制法と憲法問題 清末愛砂

○ 資料 重要施設周辺及び国境離島等における土地等の利用状況の調査及び利用の

規制等に関する法律

○ 外国人共生研究会・第１回現地調査レポート

外国人と共生する社会の実現をめざす紋別市の取り組み－2021年調査に基づき

正木浩司

○ 「いま教育の現場から」の連載をふりかえって

編集協力・島川洋子さんインタビュー

○ 探訪 北の風景（98） ポー川史跡自然公園 根室管内標津町 青木和弘

○ 散射韻 権威主義拡大の恐怖のなかで

【2022年６月／第641号】

○ 鋭角鈍角 再び走り始めた「するスポーツ」 鹿谷雄一

○ 西尾勝先生をしのんで 西尾理論の魂と実効性に魅せられて 神原 勝

○ ダイバーシティ研究会

男女がともに担う労働運動をめざして現状と課題

小倉佳南子＋大村さやか＋馬場香織



○ 身近になったヒグマと向き合うために

－北海道ヒグマ管理計画（第２期）の施行によせて 佐藤喜和

○ 探訪 北の風景（99） 水無海浜温泉 函館市・椴法華地区 青木和弘

○ チャレンジ！議会改革（４）

傍聴席が満員になった！ 改めて感じた情報発信の重要性 下司義之

○ 散射韻 「戦争慣れ」が怖い

【2022年７月／第642号】

○ 鋭角鈍角 あなたはそれを知っていた 結城洋一郎

○ 2050年カーボンニュートラルに向けた北海道の課題 鈴木 亨

○ 資料紹介 脱炭素選考地域第１回選定における道内自治体からの計画提案について

○ 非正規公務労働問題研究会レポート

札幌市の公共調達における総合評価落札方式の実践の現況－2021年度調査に基づき

正木浩司

○ 資料 札幌市工事等総合評価落札方式試行要綱

札幌市建物清掃業務総合評価一般競争入札実施要領

○ 探訪 北の風景（100） 開拓期の森が今も残る 北海道大学植物園・札幌市

青木和弘

○ 散射韻 「国葬」何を強制されるのか

【2022年８月／第643号】

○ 鋭角鈍角 「物言わぬ」主権者でよいのか 押谷 一

○ 定期総会記念講演会

侵略戦争と自治 ロシアによるウクライナ侵略戦争についての雑感 金井利之

○ 2022参議院選挙

・ 第26回参議院議員通常選挙・北海道選挙区の情勢調査に関する覚書 浅野一弘

・ 参院選の結果を理解する３つの視点－「民主主義の危機」はどこにあるのか

吉田 徹

・ 北海道はガラパゴス化したか？2022年参院選 山本健太郎

・ 「外交・安保」と野党分裂で自民圧勝 石井 努

○ 議会技術研究会座談会

議会はコロナ禍で何に直面したか 議会技術研究会運営委員会

○ ダイバーシティ研究会

女性の政治参加に関する議員アンケート調査（速報値）

○ 探訪 北の風景（101） 二風谷コタン 日高管内平取町 青木和弘

○ チャレンジ！議会改革（５）

誰にための議会改革か これからも開かれた議会に向けて改革は続く 松下寿美枝

○ 散射韻 参院選道選挙区の「潮目」



【2022年９月／第644号】

○ 鋭角鈍角 「市制100年」行事の在り方 山内亮史

○ 非正規公務労働問題研究会・第５回学習会

道内自治体における会計年度任用職員制度導入後の概括と課題 吉田雅人

○ 〈消えかかる〉道州制特区制度－分権改革の象徴からの転落なのか 佐藤克廣

○ 北海道近現代史研究会・第４回現地視察レポート

－石狩北部・中空知・南空知を訪ねて 正木浩司

○ 探訪 北の風景（102） 廃止が決まった留萌本線 留萌市 青木和弘

○ 散射韻 旧統一教会、「問題わからない」の傲慢

【2022年10月／第645号】

○ 鋭角鈍角 旧統一教会問題を生み出したもの 吉田 徹

○ ダイバーシティ研究会・鼎談

政治に参加する意味・意義とは何か－議員から伝えたいこと

漆原直子＋柏野大介＋山崎幹根

○ 自治体議員をめざす人のための自治講座 Part３

・ 第１部

議員と議会はそのような仕事をするのか 春日隆司

議会はコロナ禍で何に直面したのか 西科 純

市民と議会が交流することの重要性 藤本光行

・ 第２部 議員と参加者の交流・意見交換

小暮千秋＋佐々木百合香＋宮武祥子＋春日隆司＋西科純＋藤本光行＋渡辺三省

○ 探訪 北の風景（103） ハイセイコーと優駿の里 日高管内新冠町 青木和弘

○ チャレンジ！議会改革（６）

札幌冬季五輪・パラリンピック招致をめぐって 議会は多様な市民の声をどう受け

止めているのか 辻道雅宣

○ 散射韻 分断の政治、その先は

【2022年11月／第646号】

○ 鋭角鈍角 ミサイル発射に対する過剰反応とオスプレイの低空飛行の恐怖 清末愛砂

○ 第39年次地方自治研究全道集会（2022留萌自治研） 地域活性化を留萌から考える

中西俊司＋大滝英治＋高松龍矢＋野口なな＋佐藤克廣

○ 北海道ケアラー支援条例の制定と北海道社会福祉協議会の取り組み 正木浩司

○ 資料 北海道ケアラー支援条例

○ 探訪 北の風景（104） 小・中学校で「木育」授業 オホーツク管内津別町

青木和弘

○ 散射韻 心強い・心優しき用心棒

【2022年12月／第647号】

○ 鋭角鈍角 「二つの幸運」と「二つの不運」 神原 勝



○ ダイバーシティ研究会

・ 女性の政治参加の現状と課題－研究会調査結果から 山崎幹根＋馬場香織

・ 女性の政治参加に関するアンケート調査結果

○ 所内研究会

北海道財政を取り巻く中央集権的仕組み 阪 正寛

○ 米国中間選挙現地リポート 山本健太郎

○ 探訪 北の風景（105） 毛網穀曠氏の代表的な建築物・市立博物館 釧路市

萩本和之

○ チャレンジ！議会改革（７） 多様性のある議会の実現へ 辻 弘之

○ 散射韻 道知事選の意味

【2023年１月／第648号】

○ 鋭角鈍角 もっともらしい言説の軽さ 佐藤克廣

○ 2022自治講座 若者支援の現状と地域・自治体の課題

・ 実践報告① 「活躍支援」で広がる地域福祉の可能性 菊池まゆみ

・ 実践報告② 札幌市若者支援施設（Ｙｏｕｔｈ＋）の取り組み 福井宏充

・ パネルディスカッション 菊池まゆみ＋福井宏充＋佐藤克廣

○ 所内研究会（ケアラー支援学習会） ケアラー支援の実情と課題 加藤高一郎

○ 北海道近現代史研究会・第５回現地視察レポート－江別市を訪ねて 正木浩司

○ 探訪 北の風景（106）

村橋久成とビール工場 サッポロファクトリー 札幌市中央区 青木和弘

○ 散射韻 札幌五輪と統一地方選

【2023年２月／第649号】

○ 鋭角鈍角 発達した産業国家と国際均衡・国内均衡

－新自由主義の限界ともう１つの道の模索 横山純一

○ 次世代型北海道農業を考える研究会

農業農村における社会資本整備 押谷 一

○ 2023年度政府予算と地方財政計画 其田茂樹

○ コロナ対策を背景に４兆円近い決算規模 2021年度道内市町村決算の概要 辻道雅宣

○ 資料 道内市町村の財政状況 2021（Ｒ３）年度決算一覧表

○ 男女同数（パリテ）を達成したメキシコ連邦議会－現地調査の記録－ 馬場香織

○ 探訪 北の風景（107） 羊蹄ふきだし湧水と産業遺構 後志管内京極町 青木和弘

○ チャレンジ！議会改革（８）

住民とつながる議会へ 沼田町議会改革４年間20項目の取り組み 鵜野範之

○ 散射韻 人口減対策を競え

【2023年３月／第650号】

○ 鋭角鈍角 丘珠空港の地域的重要性と整備効果 平岡祥孝



○ 北海道近現代史研究会・第８回学習会

北方領土返還運動の歴史と今後の展望－根室の視点から 本田良一

○ 外国人共生研究会・第２回現地調査レポート

多文化共生社会の実現に邁進する静岡県の取り組み－2022年調査に基づき

正木浩司

○ 資料 静岡県多文化共生推進基本条例

外国人県民への情報提供に関するガイドライン

○ 資料紹介 脱炭素先行地域第２回選定における道内自治体からの計画提案について

○ 探訪 北の風景（108） しかりべつ湖コタン 十勝管内鹿追町 青木和弘

○ 散射韻 圧倒的差の前に

（３） 『北海道発 いま教育の現場から』の発行

所報『北海道自治研究』2012年１月号（第516号）から2022年１月号（第636号）に

全50回を連載したシリーズ「いま教育の現場から」を、2022年７月、『北海道発 い

ま教育の現場から』のタイトルで単行本として発刊しました。なお、本書の発行にあ

たっては、民主教育をすすめる道民連合と北海道教職員組合よりご協力をいただきま

した。

（４） 北海道地方自治研究所ウェブサイトの運用

当研究所のウェブサイトは、2007年４月１日に開設し、2012年４月１日の公益社団

法人への移行に伴い、「公益社団法人北海道地方自治研究所定款」第45条第１項に定

める電子公告の媒体として位置づけられており、以下の内容を公開しています。

2023年３月31日現在の主な掲載内容は以下のとおりです。

◇ ＵＲＬ http://www.hokkaido-jichiken.jp/

◇ 主な内容

○ 所報『北海道自治研究』掲載誌面の公開

2019年５月から、過去に所報に掲載した内容をウェブサイトで公開しています。

公益社団法人に移行した2012年以降、発行から２年を経過した所報のうち、執筆

者等の同意を得られたものに限り、随時公開しています。2022年度までに公開し

ている誌面は、2012年１月号～2020年12月号までです。

○ トップページ

・ ＴＯＰＩＣ（研究所からのお知らせ）／所報最新号のご案内



○ ＴＯＰＩＣＳ一覧

・ 過去のＴＯＰＩＣＳ（2007年～2022年分）

○ 研究所の概要

・ 北海道地方自治研究所の沿革（2022年7月31日現在）

・ 公益社団法人への移行に至る経過

・ 『50年の歩み』

・ 公益社団法人北海道地方自治研究所定款

・ 2022年度役職員名簿

・ 全国地方自治研究センター・研究所一覧

○ 業務・財務資料

・ 事業報告／決算報告／監査報告（2011～2021年度）

・ 事業計画／予算（2012～2022年度）

○ 出版活動

・ 所報『北海道自治研究』最新号の発行内容

・ 所報バックナンバーの内容一覧（1969年～2022年発行分）

・ 所報『北海道自治研究』の過去の掲載記事のウェブ掲載（2012年～2020年）

・ 『北海道自治研ブックレット』の発行状況（№1～№6）

・ 『道自治研叢書』（1～5）の発行状況

・ その他出版物一覧

○ 研究活動

【継続中の研究会】

・ 「北海道自治研究会」の開催状況について（2022年４月１日現在）

・ 「憲法研究会」の開催状況について（2022年４月１日現在）

・ 「非正規公務労働問題研究会」の活動状況について（2022年４月１日現在）

→ 非正規公務労働問題研究会関係の論文等

・ 「高齢者福祉研究会」の開催状況について（2022年４月１日現在）

・ 「北海道近現代史研究会」の活動状況について（2022年４月１日現在）

・ 「外国人共生研究会」の活動状況について（2022年４月１日現在）

・ 「ダイバーシティ研究会」の開催状況について（2022年４月１日現在）

・ 「所内研究会」の開催状況について（2022年４月１日現在）

・ 「合併調査プロジェクト」の2013～19年度の活動について（2020年４月１日

現在）

・ 「北海道世論調査研究会」の開催状況について（2017年４月１日現在）

・ 「地域政府と政策を考える研究会」の開催状況について（2020年４月１日

現在）

【活動終了した研究会】

・ 「税財政改革研究会（2001年３月～11月）」

・ 「連合自治ネット研究会（2005年11月～2007年３月）」

・ 「防災・減災のまちづくり研究会（2011年11月～2013年12月）

・ 「インフラ老朽化問題研究会（2015年６月～2016年７月）」



・ 「生活権研究会（2008年４月～2017年９月）」

・ 「北海道自治のかたちを考える研究会・第２期（2011年６月～19年２月）」

・ 「受動喫煙防止政策研究会（2017年７月～2019年９月）」

・ 「公契約条例を社会に広げることをめざすワーキングチーム（2017年３月

～2020年２月）」

・ 「放射能汚染土壌利活用条例制定研究会（2018年10月～2021年２月）」

【講座・セミナー等】

・ 「公益社団法人北海道地方自治研究所 自治講座（2012～21年度）」

・ 「公益社団法人北海道地方自治研究所 シンポジウム等（2012～21年度）」

・ 「社団法人北海道地方自治研究所 現代地方自治講座（1973～2007年）」

・ 「社団法人北海道地方自治研究所 セミナー等（1998～2011年）」

○ 記事閲覧（所報記事の一部公開、2009年１月号～2023年３月号）

鋭角鈍角／散射韻／いま教育の現場から／その他

○ リンク

全国地方自治研究センター・研究所／関連団体／その他

５．事務局活動日誌

【2022年】

４月４日（月） 世論調査評論会

５日（火） 第１回事務局会議

北海道近現代史研究会・会議

13日（水） ダイバーシティ研究会 鼎談

14日（木） 2022年度第２回自治労道本部自治研推進委員会

21日（木） 北海道の事業計画等の審査完了

28日（木） 自治労会館研究員会議

５月６日（金） 事務所閉鎖（ＧＷ休暇）

９日（月） 第２回事務局会議

11日（水） 第１回所内研究会

会計監査

12日（木） 世論調査評論会

21日（土） 北海道自然保護協会2022年度定期総会（欠席）

25日（水） 連合北海道2022年度第１回エネルギー・環境講座

26日（木） 北海道近現代史研究会・2022年度活動計画会議

第１回理事会

６月３日（金） 第３回事務局会議

７日（火） 北海道労働文化協会第51回定期総会

世論調査評論会



７日（火） 農業研究会ヒアリング／栗山町

10日（金） 2022年度第58回定期総会

2022年度第２回理事会

定期総会記念講演会

13日（月） 2022年度第３回自治労道本部自治研推進委員会

20日（月） 非正規公務労働問題研究会・第５回学習会

22日（水） 法務局に公益社団法人変更登記申請書の提出

24日（金） 北海道に事業報告等の提出

７月１日（金） 北海道近現代史研究会・第５回現地視察／江別市

６日（水） 公益法人会計セミナー

７日（木） 第４回事務局会議

８日（金） 北海道に変更届出書（役員変更）を提出

14日（木） 世論調査評論会

20日（水） 日中道民会議通常総会

21日（火） ケアラー支援に関する北海道社会福祉協議会ヒアリング

22日（金） 北海道近現代史研究会 北海道立文学館観覧

25日（月） 非正規公務労働問題研究会 北海道中小企業家同友会ヒアリング

８月１日（月） 変更届出書（役員変更）手続終了

２日（火） 第５回事務局会議

４日（木） 世論調査評論会

15日（月） 事務所閉鎖（盆休暇）

28日（日） 第39年次全道自治研集会／留萌市

９月９日（金） ダイバーシティ研究会 栗山町議会ヒアリング調査

10日（土） 自治体議員をめざす人のための自治講座Part.３

12日（月） 第６回事務局会議

14日（水） ダイバーシティ研究会 芽室町議会ヒアリング

17日（土） 第37回自治総研セミナー

20日（火） 連合北海道2022年度第１回エネルギー・環境視察会

27日（火） ダイバーシティ研究会 北広島市議会ヒアリング

28日（水） 連合北海道2022年度第２回エネルギー・環境視察会

10月３日（月） 第７回事務局会議

世論調査評論会

６日（木） 外国人共生研究会・第２回現地視察・調査／静岡市（～７日）

静岡自治研歓迎レセプション／静岡市

７日（土） 第39回地方自治研究全国集会／静岡市（～８日）

各県自治研センター・自治総研交流会／静岡市

18日（火） ダイバーシティ研究会

28日（金） 農業研究会ヒアリング

11月５日（土） 第２回所内研究会（ケアラー支援学習会）

７日（月） 第８回事務局会議



８日（火） 世論調査評論会

26日（土） 第９回生活困窮者自立支援全国研究交流大会・分科会７

26日（土） 2022自治講座「若者支援の現状と地域・自治体の課題」

12月５日（月） 第９回事務局会議

６日（火） 世論調査評論会

７日（水） 北海道近現代史研究会・第８回学習会

８日（木） 高齢者福祉研究会

2022年度企画編集会議

９日（金） 北海道近現代史研究会・第６回現地視察／胆振（～11日）

10日（土） 北海道「農」ネットワーク第25回定期総会・研修会

16日（金） 財政分析講師研修会／東京都

19日（月） 2023年度第１回自治労道本部自治研推進委員会

22日（木） 外国人共生研究会・第３回現地視察・調査／浦河町（～23日）

23日（金） 2021年度事業報告等の審査終了

28日（水） 仕事納め

【2023年】

１月４日（水） 仕事始め

13日（金） 第10回事務局会議

世論調査評論会

30日（月） 食・みどり・水を守る道民の会総会

２月６日（月） 第11回事務局会議

７日（火） 世論調査評論会

９日（木） 自治労本部 2023年度地方財政セミナー

13日（月） ダイバーシティ研究会 登別市議会ヒアリング

16日（木） 釧路市の生活保護・生活困窮者自立支援制度に関する調査（～17日）

18日（土） 北海道近現代史研究会・第３回現地視察・補足視察／釧路市

21日（火） 事務局パソコン更新

24日（金） 2022年度第１回北海道自治研究会

３月６日（月） 第12回事務局会議

ダイバーシティ研究会 斜里町議会ヒアリング

９日（木） 2022年度第１回憲法研究会

10日（火） 世論調査評論会

16日（木） 2022年度第３回理事会

27日（月） 北海道近現代史研究会・第９回学習会


